
オンライン授業とソーシャルディスタンス 
                    教頭 佐藤康二 

１週間遅れではあるものの、4 月から始業、入学を迎え、アブダビ日本人学校で 

はオンラインでの教育課程を実施してきました。平時ならば教室で行う国語、算数 

(数学)、社会、理科、英語等の教科の授業だけでなく、音楽、図工、体育の実技や 

ラマダン集会、避難訓練（防災安全指導）もオンラインで行いました。日本ではネ 

ット環境や端末保有不足によりオンライン教育が進んでいない現状ですが、アブダ 

ビ日本人学校は一歩先んじた ICT 環境と、それを駆使できる教職員と児童生徒・保 

護者の協力体制ができており、素晴らしいと感じています。 

ともあれ、新型コロナ感染の混乱は、早く収まってほしいですね。世界中がこのパンデミックにありま

すが、各地で終息に向けた取組に懸命な努力がなされています。と同時に、この混乱を教訓に、マイナス

をプラスに、ピンチをチャンスに変える改革が、政治、経済、教育や文化に至るまで起こっています。日

本ではテレワークの推進、ネット起業、オンライン教育の充実、9 月入学年度改革等。平時には進まない

改革だからこそ、この機をとらえてと議論され始めています。 

その改革の是非はともかく、私たちもこの混乱を悲観して耐え忍ぶだけでなく、この機をとらえてでき

る学び、スキルアップ、行動変容が求められているのではないでしょうか。 

校長先生から示された「読書の薦め」は、この時期のアブダビ日本人学校には的を射た「学び」の一手

なのです。(お父さんお母さんも子供たちと一緒に読書を楽しんでください。この時期だからこそお父さん

お母さんが率先して読書をする姿を見せてあげてください。そして読んだ本について子供たちに語ってあ

げてください。)行動変容は、児童生徒各ご家庭での実践です。是非、自ら本を読む習慣(興味関心ある図鑑

を眺めるというのも OK です)を身に付けてください。 

       校長先生はもとより私も、未だ日本で待機し、自粛生活をしながらオンライン授業に取 

      り組んでいます。教室で児童・生徒と対面し、黒板にチョークで板書して、熱弁をふるい 

      教え諭していた頃に比べれば、時代のギャップを感じつつも ICT 機器の活用について格段 

      スキルアップしたと、行動変容に自画自賛しています。 

       先日、PC 量販店へタッチペンを買いに久しぶりに外出。するとアベノマスクや別のマス 

      クをしてレジに並ぶ人々の間隔が２ｍ毎に区切られていました。感染予防の安全な距離、 

      ソーシャルディスタンスだそうです。人々の生活も行動変容が求められているのです。 

ネットで調べると、日本からアブダビまでは 8070 ㎞(飛行機で約 12 時間)離れています。ソーシャルデ

ィスタンスにしては遥かなる遠い距離ですね。一日も早く赴任して、今はパソコン越しの児童生徒や先

生、アブダビ日本人学校のみなさんに、適切なソーシャルディスタンスでお会いでき、対面で授業できる

日が待ち遠しいです。 
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 UAE におきましても幼児、児童、生徒の COVID-19 陽性が認められる事例が発表されております。本

来、幼稚園や学校に登園・登校している状況であれば、出勤停止/出席停止の措置を取るところですが、4

月より遠隔保育/授業を行っていることから、他人にうつる可能性がないことを鑑み、現在の環境下にあ

る間は、上記措置を取らないこととしております。 

 もう一度、COVID-19 に対する認識と、予防（手洗い、うがい、マスク、手袋の着用、消毒など）につ

いて見直し、感染予防をしていただきたいと思います。ご家庭でも、気になる症状がある場合は、医療機

関での受診をお願いいたします。 

 



 

 
 

  

  

 

 

 

 

 

 

                       

 

                     

 

 

 

 
          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

  

日 曜 主な行事（授業日数 22）

1 月 emiratei集会
2 火 ＊オンライン懇談会

3 水 職員会議
4 木

5 金

6 土

7 日

8 月

9 火

10 水

11 木

12 金

13 土

14 日

15 月

16 火

17 水 職員会議
18 木

19 金

20 土

21 日

22 月

23 火 防災安全指導
24 水

25 木

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

【　6月　June　】　
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 e-Learning による学習が始まり一ヶ月が経ちました。児童生徒は、毎日元気いっぱい学習に取り組ん

でいます。先週担任から学級通信でご案内致しました通り、今年度は、下記の日程でオンライン学級懇談会

を開催したいと存じます。お子様の家庭での様子や保護者様のご意見などをお伺いできれば幸いです。 

                      記 

日時  ６月２日（火） 各学級 teams において（朝の会・帰りの会の teams） 

○１・２年生…１１：３０～１２：００    

○３～６年生…１３：３０～１４：００ 

○中 学 部…１４：３０～１５：００ 

第１回漢字検定中止のお知らせ 

 ６月 21 日に予定していました 

令和２年度 第１回日本漢字能力検

定は、新型コロナウィルス感染症

の拡大防止と、外出自粛制限を受

けて中止とさせていただきます。 

 第２回、第３回検定につきまして

は、決定次第お知らせいたします。 

  「ラマダン」期間が終わりました 

イスラム教の断食月「ラマダン」は、今年度は 4 月 24 日から

5 月 23 日まででした。ラマダンについては不案内の私ですが、

オンライン授業でパソコン越しのエミラティの児童生徒のみなさ

んの表情は、少し辛そうで、疲れ気味にも見えました。それでも

みなさんは、日本人学校の授業(しかも e-Learning)に健気(けな

げ)に取り組むことができました。きっとご家庭での保護者の方

のご支援も大変だったと拝察いたします。お疲れさまでした。ご

協力ありがとうございました。 

 

デーツ(ナツメやし) 

5 月半ば、児童生徒のいない日

本人学校内のナツメやしの木。

風に吹かれてデーツの実が落ち

たのを新城先生が撮ってくださ

いました。「デーツの季節にな

ったんですね。」と山本先生。

日本では高温多湿、そしてまも

なく梅雨に入る季節です。アブ

ダビは中緯度高圧帯気候、さら

なる灼熱の暑き夏の到来なので

しょうね。 
 

  

 4 月に子どもたちは学級指導されていますが、e-Learning 中の

録画や撮影(スクリーンショットを含む)は控えるようにお願いい

たします。４月に配布された「e-Learning のきまり」には記載が

ありませんでしたので、追記させていただきました。 

 改めて「e-Learning のきまり」をご確認いただき、児童生徒は

授業に集中して取り組み、先生の指導以外の行動や PC の操作を

しないよう、ご家庭でもご支援、ご協力お願い致します。 


